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2020 年度新入生意識調査の結果概要 
 

2020 年度新入生意識調査のポイント 
 
① 新型コロナウィルスの影響で、2020 年度新入生意識調査は manaba 上での実施とな

った。有効回答数は 2656、有効回収率 98.0％。 
② 出身地および出身高校種別の観点から、新入生の多様化が緩やかに進行している。 
③ 新入生の高校時代の学習習慣はゆるやかに改善傾向にある。 
④ 本学を第一志望とした学生は約 60％。他方、入学満足度は高く約 90％。 
⑤ 新型コロナウィルス問題の影響から大学生活への不安感は総じて高く、特に友人関

係の不安が高い。 
⑥ 経済面で余裕のない学生が多い。 

 
1．2020 年度新入生意識調査について 
本学では、新入生の意識を把握することにより、新入生への教育・指導および入学者募集

のための基礎資料とすることを目的として、新入生意識調査を毎年実施している。これまで

の新入生意識調査は、4 月初旬の新入生オリエンテーションにおいて、全新入生に調査票（マ

ークシート式）を配布し、その場で回答および調査票回収を行う集合自記式で行われてきた。 
2020 年度は新型コロナウィルスの影響で新入生オリエンテーションが中止になったため、

従来と同じ方法での新入生意識調査の実施は不可能となった。関連部署（学務部および IR
課）と相談の結果、manaba の「アンケート」機能を利用して新入生意識調査を実施するこ

とが決定した。 
調査は 2020 年 5 月の連休明けに、以下のような流れで行われた。（1）印刷済の 2020 年

度用調査票をもとに、各学科の manaba 用アンケートファイルを教育研究所が作成。(2)各
学科のアンケート用ファイルと manaba 上での実施要領を、教育研究所長から各学部長に

配布。（3）各学科の新入生用 manaba コース管理者（基本的には学科長）がアンケートフ

ァイルを manba にインポートし、新入生に回答を呼びかけると共に、必要に応じて未回答

者に督促を行う。実施期間は 5 月 7 日から 5 月 13 日。（4）実施期間終了後、実施責任者

（学科長）が回答データファイルを manaba からダウンロードし、学部長が取りまとめて

教育研究所に提出。 
manaba 上での新入生意識調査は初めての試みであったが、大きなトラブルなく調査を

終えることができた。各学科の回収率は表 1 の通りである。前年度に引き続き、高い回収率
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を達成することができた 1。 
 

表 1 2020 年度新入生意識調査回収状況 

 

 
2．主な調査結果 
 新入生意識調査の質問事項は多岐にわたる。このため、本報告書ではそれらを事細かに説

明することはせず、前年度以前と比較して特徴的であると思われる事項、今後の学生指導に

重要であると考えられる事項を選んで報告する。具体的には、（1）出身高校の特徴、（2）高

校時代の学習習慣、（3）東北学院大学の志望順位、（4）入学満足度、（5）大学生活への不満、

（6）出身家庭の経済状況、の 6 点をとりあげる。（調査結果の詳細については、全学および

各学科の単純集計表を参照のこと。） 
 前節で説明したように、2020 年度の新入生意識調査は、従来までの調査とは調査方法お

よび調査時期が異なっている。以下の分析結果には、その影響を受けている可能性があるの

で注意されたい 2。 
 

                                                      
1 2019 年度調査の回収率は 99.8%。 
2 厳密に言えば、調査方法が異なる調査の結果を比較することはできない。なぜなら、調査結
果の差異が、調査方法の違いに由来するものなのか、回答の実質的な変化に由来するものなの
かを識別できないからである。 

回答者数 新入生数 回収率(%） 回答者数新入生数 回収率(%）

英 文 183 184 99.5% 人間科学 110 111 99.1%

総合人文 43 50 86.0% 言語文化 111 114 97.4%

歴 史 170 174 97.7% 情報科学 112 113 99.1%

教 育 51 51 100.0% 地域構想 113 113 100.0%

経  済 427 440 97.0% 機械知能 113 113 100.0%

共生社会 191 200 95.5% 電気電子 112 112 100.0%

経  営 341 350 97.4% 環境建設 113 113 100.0%

法 律 351 357 98.3% 情報基盤 115 116 99.1%

全 体 2,656 2,711 98.0%
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 入学満足度はこれまで 90%をわずかに下回る水準で推移してきたが、2020 年度は 90%を

越えた。今年度は例年通りの形での新入生オリエンテーションや学生指導が行えなかった

ことを考慮すると、予想外の結果ともいえる。 
 表 3 は本年度の入学満足度を学科別にまとめたものである。第一志望率は学科によって

大きな差があったが、入学満足度はおおむね 9 割前後となっており、学科による差は小さ

い。 
 

表 3 2020 年度入学満足度（学科別） 
学部 学科 所属学科（%） 大学（%） 

文 

英 文 94.0  94.0  
総合人文 93.0  93.0  
歴 史 96.5  94.7  
教 育 92.2  92.2  

経済 
経  済 92.7  91.8  
共生社会 97.4  96.9  

経営 経  営 93.0  94.4  
法律 法 律 92.0  91.5  

教養 

人間科学 96.4  95.5  
言語文化 95.5  95.5  
情報科学 94.6  92.0  
地域構想 97.3  93.8  

工学 

機械知能 87.6  85.8  
電気電子 96.4  95.5  
環境建設 94.7  93.8  
情報基盤 91.3  93.0  

全 体 93.8 93.3 
注：入学満足度は「たいへん満足している」と「どちらかといえば満足している」の合計比率 

 
2.5 大学生活に関する不安 
 新型コロナウィルス問題によって、大学生の学生生活は大きな変化を余儀なくされてい

る。とりわけ、新入生にとってはその影響は特に大きいだろう。新入生意識調査では、（1）
大学での勉強についていけるか、（2）親しい友人ができるか、（3）希望する就職・進学がで

きるか、（4）経済的にやって行けるか、の 4 つについての不安を質問している。 
 表 4 は、4 項目それぞれに「不安」と回答した学生の割合をまとめたものである（「不安

である」と「やや不安である」の合計比率）。 
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